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序文

新橋河床地区、狩川地区の県営畑地帯総合土地改良事業を行うにあたり、この

地域は文化財の包蔵地であるので、河床地区牧ノ段遺跡を 5月22日から 6月8

日までの問、狩川地区香之田遺跡を 6月9日から 7月6日までと 11月24日か

ら12月23日までの 2自にわたり発掘調査を実施しました。香之田遺跡の 2回

目の発掘は、工事の設計変更が不可能のため、全面発掘調査となった分です。

両遺跡から縄文時代前期、早期の土器の破片が出土しました。住居跡は今回出

土しませんでしたが、縄文時代早期から人が住んでいたことは、昨年度発掘した

この近くの井手間遺跡を含めて、乙の地域は余程暮らしやすい場所だったのだろ

うと改めて痛感しているところで、す。

農産物自由化の時期は目前に迫っています。自由化時代に世界各国と太刀打ち

するには、生産費をいかに安くするかにかかっていますo それには人件費を極力

抑えるしかありません。そうするには機械力の導入即土地の基盤整備ということ

になります。文化財保護の立場を堅持しながら、工夫、手だてによって、整備事業

が進められることは望ましい乙とです。

先人が生活していた起伏の多かったところが広々とした畑となり、将来水も引

かれて、いろいろな作物がたわわに実るようになるだろうことは喜ばしいことだ

と思います。

最後になりましたが、積極的に発掘調査に従事していただL、た万々、また精力

的に御指導いただいた県教育庁文化課の先生方に厚くお礼申し上げます。

平成 2年 3月

松山町教育委員会教育長 加世田 貫





例言

1 .本報告書は、松山町が平成元年度に実施した県営

地帯総合土地改良事業(曽於東部三期地区・曽於東

部地区)に伴う牧ノ段遺跡・香之田遺跡の埋蔵文化

財発堀調査報告書である。

2.調査は県農政部からの委託を受けて、松山町教育

委員会が実施したO 調査の実施にあたっては鹿児島

県教育庁文化課の指導・協力を得た。

3.本書に用いたレベル数値は、すべて海抜絶対高で

ある。

4.遺物番号は、遺跡ごとの通し番号であり、本文・

挿図・図版番号は一致する。

5.本書の編集・執筆は、上田義明・旭慶男が行った G
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1 .調査の過程

1 .調査に至るまでの経過

鹿児島県農政部(農地整備課・大隅耕地事務所)は、曽於郡松山町河床工区・狩川工区にお

いて畑地帯総合土地改良事業を計画し、実施計画区内における埋蔵文化財の有無について鹿児

島県教育委員会(文化課)に照会した。

これをうけて、昭和63年5月および平成元年5月に県文化課で当該地区の分布調査を実施し

たところ、平成元年度工事実施予定地内に牧ノ段遺跡・香ノ田遺跡の存在していることが確認

された。

この結果に基づき、県農政部農地整備課(大隅耕地季議所)，県文化課，松山町教育委員会

の聞で事業の推進と埋蔵文化財の保護に係る協議が行われ、松山町教育委員会が調査主体とな

り、遺跡の範囲，性格等を把握するための発堀調査を実施することとなった。

発堀調査は、県農政部(農地整備課・大隅耕地事務所)からの受託事業として、松山町教育

委員会が調査主体となり、県文化課の協力を得て、平成元年 5月22日から 7月5日まで実施し

た。その結果、香之田遺跡においては、設計変更が困難であるため、平成元年11月 24 日 ~12月

22日まで本調査を実施した。調査面積は、牧ノ段遺跡127m2，香ノ田遺跡 2，635mの計2，762m

である。

2 . 調査の組織

調査主体者 松山町

調査責任者 松山町教育委員会 教 育 長加世田賓

調査事務担当者 。 管理課長川上哲郎

。 主 査白坂泰雄

ク 主 査佐野スミ

イシ 社会教育課長吉元俊彦

。 主 事津曲兼隆

。 主 事上原 芝土草土ヒ

イシ 主 事中村嘉蕎

。 臣詰 時上田義明

ク 社会教育指導員前田賓虞

。 庶 手主 係別納洋子

調査担当者 鹿児島県教育委員会 文化財研究員旭 慶男

松山町教育委員会 臨 時上田義明

調査指導者 鹿児島大学法文学部 教 授上村俊雄
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なお、調査の企画等において、県教育庁文化課長吉井浩一，同課長補佐奥園義則，同主幹立

園多賀生，同主任文化財研究員兼埋蔵文化財係長吉元正幸，同企画助成係長京田秀充の各氏の

ほか同企画助成係の指導助言を得た。

3.調査の経過

調査の経過は、日誌抄により以下略述する。

5月22日(月) 河床地区の調査開始。午前中作業用具の点検・準備。午後よりトレンチ設定

(1-10T) 0 2-5T表土堀下げ。

5月23日(火) 雨天のため発堀作業中止。教育委員会にて発堀調査の計画立案。パンフレッ

トの作成。地権者への発堀許可の相談。

5月24日(水 1-5Tの堀下げ。 1T:午後より堀下げ開始。 4a層上面で2層の落ち込

み，土層の横転現象検出。写真撮影，平板測量。 2T : 3 b層上面でトレン

チ東北側に 3a層を埋土とする溝状遺構および2遺黒色度を埋土とするピッ

ト群を検出。写真撮影。 3T : 3 b層を埋土とする土壌 l基および 2層黒

色土を埋土とするピット 4基を検出。写真撮影，平板測量の後堀下げ土壌の

埋土中には径 2cm前後の木炭片が多量に含まれている。 4T : 4層上5T:

5層まで堀下げ。遺物・遺構の出土なし。

5月25日(木 1・3・4Tの堀下げ。 lT:土層横転部分を半裁して堀下げ。 3T : 3 a 

層を埋土とするピットの堀下げ。 4T : 5層出土遺物の写真撮影。町耕地課

ベンチマークの設定。

5月初日(金 4T:遺物出土状況写真撮影。平板実測。 3T : 5層より打製石銀出土。 2

T:トレンチ拡張。

5月29日(月 1-7堀下げ。 2T:拡張部の写真撮影。 4T:土層断面図作成。

5月30日(火 2T:検出遺構の平板測量。 7T:遺物出土状況写真撮影。平板測量。 8T

:堀下げ。 3層より遺物出土。

5月31日(水 1T:土層横転部分の堀下げ。写真撮影。 2T:5層および6層堀下げ。出

土遺物なし。 4T:埋め戻し終了。 5T・6T:完堀状況写真撮影。 7T:

3 a層・ 3b層・ 5層から土器，打製石鍛等出土。 8T:2層および3a層

から土器出土。写真撮影，平板測量。大隅耕地事務所徳元技術主査来跡。

6月1日(木 1T:土層断面図及び土層横転部分の実測。 2T:7層(サツマ)上面まで堀

下げ。出土遺物なし。 3T . 5 T・6T:土層断面図作成。 7T : 5層より

土器片数点出土。 8T:2層および3a層出土の遺物写真撮影，平板測量。

9T ・10T: 5層まで堀下げ。

6月2日(金 1T・3T . 5 T :埋めもどし終了。 7T・8T・9T・10T:堀下げ。 11
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T:耕作土直下 (3a層)から土器片が数点、出土したが、撹乱をうけている

可能性が高い。

6月5日(月 2T:完堀状況写真撮影。土層断面図作成。 7T 3 b層および5層の遺物

出土状況写真撮影。 8T:5層より縄文時代早期の土器数点出土。 9T・10

T : 5層および6層堀下げ，出土遺物なし。 llT:遺物出土状況写真撮影，

平板測量。 12T: 3 b層より曽畑系と思われる土器片数点出土。遺物出土状

況写真撮影，平板測量。町耕地課福岡氏来跡。

6月6日(火 2T・7T:埋めもどし終了。 8T:3b層 5層出土遺物平板測量。完堀

状況写真撮影，土層断面図作成。埋めもどし。 10T:完堀状況写真撮影，土

層断面図作成。埋めもどし。 llT・12T・13T::堀下げ。 12T: 3 b層土器

片数点出土。出土状況写真撮影，平板測量。

6月7日(水)

6月8日(木)

6月9日(金)

6月13日(火)

6月M日(水)

6月15日(木)

llT・12T・13T:完堀状況写真撮影，土層断面図作成。埋めもどし。 13T

の南東側にミニトレンチを設定。 14トレンチ設定，堀下げ。

14T: 6層下部まで堀下げ。出土遺物なし。完堀状況写真撮影・平板測量。

午後より狩川工区香ノ田遺跡へ移動。 1-4トレンチ設定，表土剥ぎ。

雨天のため発堀作業中止。町立歴史民俗資料館にて出土遺物の整理。

雨天のため発堀作業中止。大隅耕地事務所にて狩川工区，特殊農地保全事業

豊留工区について打合せ。

2-6堀下げ。

香ノ田遺跡。 1T:耕作土のすぐ下はシラス層。完堀状況写真撮影。 2T:

耕作土直下に土器片 3点出土。平板実測。 3T:ゴボウの溝で7層まで撹乱

を受けている。出土遺物なし。 4T:3a層上面で2層を埋土とするピット

検出。出土遺物なし。

6月16日(金 2T:5・6層堀下げ。縄文時代早期の土器出土。 3T:9層まで堀下げ。

4 T : 4層アカホヤ層堀下げ。 5T:遺物出土状況写真撮影，平板実測。 6

T : 5層アカホヤ層堀下げ。 5T:遺物出土状況写真撮影，平板実測。 6

T : 5層堀下げ。 7・8T設定，表土剥ぎ。午後3時より曽於・肝属地区文

化行政担当者会現地研修。

6月19日(月 2T : 5層遺物出土状況写真撮影。 5T : 5層出土遺物平板実測。 4，6， 

7， 8 T堀下げ。

6月20日(火 2・3T:清掃，完堀状況写真撮影。断面図作成。 4T:5層堀下げ。出土

遺物なし。 5T :完堀状況写真撮影。 6T:8層まで堀下げ，出土遺物なし

7 T : 5層堀下げ，土器小片3点出土。 8T:3・4層堀下げ，出土遺物な

し。 9T設定，表土剥ぎ。

6月21日(水 4T， 6 T :清掃，完堀状況写真撮影。断面図作成。 5T:断面図作成。 7

T : 5層遺物出土状況写真撮影。 8. 9 T堀下げ。 5Tの遺物包含層の広が
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りをみるためにミニトレンチ (5a ， 5 b ， 5 c T) を設定。

6月22日(木) 4 T :断面図作成。 5a T : 5層遺物出土状況写真撮影。平板実測。 5bT:

3 b層遺物出土状況写真撮影。平板実測。 9T:5層より条痕文土器1点出

士。

6月23日(盆 1-6T:埋戻し。雨天のため午後より発掘作業中止。

6月26日(月) 7 T :断面図作成。 8T : 5層より土器1点出土。 5b ， 5 c ， 9 ，10T掘

下げ。

6月27日(火) 5 a T :断面図作成。埋戻し。 5b T : 5層遺物出土状況写真撮影。平板実

測。 5c T :完掘状況写真撮影。断面図作成。埋戻し。 7T:埋戻し08T 

5層遺物出土状況写真撮影。平板実測。断面図作成。 9T:5層遺物出土状

況写真撮影。平板実測。 10-12T掘下げ。

6月28日(水) 9 T :土層断面図作成。 10T:完掘状況写真撮影。土層断面図作成。 11-15

T : 4層アカホヤ層まで掘下げ。鹿児島大学法文学部上村教授，本田助手現

地指導。財部町社会教育課長他2名遺跡見学。

6月29日(木) 11-15T:ァカホヤ層掘下げ。鹿児島大学法文学部上村教授，本田助手現地

及び遺物指導。町文化財保護審議会委員4名現地視察。

6月30日幽 雨天のため発掘作業中止。委員会にて図面整理及び事業報告書作成。

7月3日伺) 11-15T: 5層掘下げ。出土遺物なし。午後より雨天のため発掘作業中止。

7月4日伏) 11-15T: 5層掘下げ。出土遺物なし。県文化課吉元埋蔵文化財係長現地指

導。(5日まで)

7月5日休:) 11-15T:掘下げ終了。完掘状況写真撮影。士層断面図作成。埋めもどし。

7月6日(木) 発掘作業終了。作業用具の点検。片付け，運搬。

5 aトレンチ・ 8トレンチ拡張調査

11月24日働 香之田遺跡 5aトレンチ・ 8トレンチ付近調査開始。午前中作業用具の点検・

準備。午後より重機を使って 8トレンチを中心に十字型に拡張。 4b層を掘

上げる。

11月25日(土) 5層の掘り下げ開始。出土遺物なし。

11月27日(月) 5層の掘り下げ開始。出土遺物なし。

11月28日伏) 8トレンチ北東側で5層より縄文時代早期の遺物確認。

11月29日制 8トレンチ北西側で5層より縄文時代早期の遺物確認。

11月30日(村 8トレンチ北東・北西側調査継続。

12月1日働 8トレンチ北東側を重機を使って拡張。

12月2日(土) 8トレンチ北東側調査継続。北西側を重機を使って拡張。

12月4日(月) 8トレンチ北東側5・6層を掘上げ、 7層上面検出。北西側調査継続。

12月5日(火) 8トレンチ北東側 5層遺物出土状況実測・写真撮影。北西側調査継続。
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12月6日〈水) 8トレンチ北西側5層を掘上げ、 6層上面検出。北東側2mX1mの区画を

さらに掘り下げる。北西側縄文時代早期該当の土器多数出土。

12月7日(木) 8トレンチ北西側6層を掘上げ、 7層上面検出。北東側?・ 8層を掘上げ、

9層上面検出。北東側出土遺物なし。

12月8日働 8トレンチ北西側遺物出土状況実測・写真撮影。 8トレンチ南東側5層掘り

下げ。出土遺物なし。

12月9日出 8トレンチ南東側調査継続。出土遺物なし。

12月11日(月) 8トレンチ南東側7層上面検出。出土遺物なし。

12月12日(火:) 8トレンチ南東側8層上面検出。出土遺物なし。県文化課旭慶男氏現地指導。

12月13日休:) 8トレンチ北西側重機を使ってさらに拡張。県文化課旭慶男氏現地指導。

12月14日(木:) 8トレンチ北西側調査継続。縄文時代早期該当の土器多数出土。

12月15日働 8トレンチ北西側調査継続。

12月16日目 8トレンチ北西側調査継続。 7層上面検出。

12月17日(日) 8トレンチ北西側調査継続。 8層上面検出。出土遺物なし。

12月18日(月) 5 aトレンチを中心に重機を使って拡張。 5層面検出。グリッド設定。

12月19日伏) 8トレンチ北西側遺物出土状況実測・写真撮影。 5aトレンチ調査継続。

12月20日(水) 8トレンチ北西側重機を使ってさらに拡張。 5aトレンチ調査継続。

12月21日(木) 5 aトレンチ重機を使ってさらに拡張。 5a . 8トレンチ調査継続。

12月22日働 5 aトレンチ重機を使って拡張終了。 8トレンチ北西側遺物出土状況実測・

写真撮影。 5a . 8トレンチ拡張位置図実測。土層断面図実測。

12月23日出 5 aトレンチ遺物出土状況実測・写真撮影。全作業終了。作業用具の片付け、

運搬。
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2.遺跡の位置わよび環境
1 .遺跡の位置と環境

本町は、宮田山(標高約520m)と霧岳(標高約408m)を結ぶラインで菱田川水系と安楽JlI

水系とに区分されるが、牧ノ段遺跡、香ノ田遺跡ともに菱田川水系に属する。

牧ノ段遺跡は、曽於郡松山町新橋字牧ノ段にあり、菱田川および菱田川支流の山角川で開析

された標高約180mのシラス台地の末端部に位置している。

香ノ田遺跡は、曽於郡松山町新橋字狩川にあり、菱田川の支流松尾川に余って開析さた標高

約180mのシラス台地上に位置している。

遺跡周辺の地質は、この地域の基盤をなす古第三系の日南層群とその上にのる姶良カルデラ

噴出物(搭結凝灰岩、シラス)で構成されている。日南層群は、シラス台地の下に広く分布す

るが、宮田山・霧岳などではシラス台地の中の独立した島状山体を構成している。砂岩・頁岩

およびこれらの互層からなるが、一般にはほぼNE-SWの走向のものが多く、硬い砂岩ある

いは砂岩に富んだ部分は山体を形成し、
i 1> A 4 !>ノヲ<l(¥ ¥-? ll. .o. .d. 
1> <1 .. 

V ¥7 

Aユ、441
第1図遺跡周辺の表層地質図(土地言語長治一末吉一1974 原図)
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は新鮮なものは灰白~脊灰色を呈するが、風化すると黄褐色に変化する。頁岩は、灰黒色でよ

く固結しているが風化すると灰白色を帯び剥離しやすくなる O シラス台地を構成する溶結凝灰

岩、シラスは、いずれも姶良カルデラから噴出されたものである O シラス台地の下にはほとん

ど普遍的に溶結凝灰岩が分布していするが、直接露頭が観察できるのは菱田川の河床に沿った

部分に限られる。これらのシラス台地を覆って新期火山灰層が2-4mの厚さで広く分布して

いる。また、シラス台地を開析しでできた谷底平野には、砂・離を主体とする未固結の沖積層

が分布している。これらの構成物はそのほとんどがシラスに由来するものである。

2.周辺の遺跡

松山町内の遺跡は現在まで93ヶ所が知られているがこの中でいままでに発掘調査が行われた

遺跡として前谷遺跡 (10)，稗ヶ迫B遺跡 (44)，稗ヶ迫C遺跡(8) ，前谷B遺跡 (93)， 

井手間遺跡 (48)，山ノ田遺跡 (26) などがある。

前谷遺跡は、昭和60年に調査が行われたが、縄文時代中期の春日式土器、打製石鍛・石匙・

石斧などの石器とともに 5基の住居跡、 ドングリなどの炭化した木の実も発見された。また、

この他に弥生時代の住居跡、歴史時代の掘立柱建物跡なども発見されている。出土した遺物は

復元整理されて町立歴史資料館に展示されている。また、検出された住居跡などの遺構は盛土

による現地保存が図られている。

稗ヶ迫B遺跡・稗ヶ迫C遺跡は、昭和63年に県営畑地帯総合土地改良事業に伴う確認調査が

行われたが稗ヶ迫B遺跡は弥生時代中期、稗ヶ迫C遺跡、は縄文時代中期を主体とする遺跡である。

前谷B遺跡は、昭和63年6月に土地改良事業に伴う確認調査が行われたが、設計変更等によ

る保存が不可能な部分については、 12月に緊急発掘調査が実施された。調査の結果、縄文時代

晩期の土壌3基、弥生時代中期の住居跡3基を含む多くの資料が得られた。

井手間遺跡は、昭和63年に特殊農地保全事業に伴う確認調査・緊急発掘調査がおこなわれた

が、弥生時代中期の住居跡が2基発見された。このうち 2号住居跡は、長方形と楕円形をくみ

合わせ、さらに長方形の張りだ出しがついた「花弁状」をなす南九州弥生時代の特徴的なもの

である。このほかにも縄文時代早期の土器・石器も多量に出土した O 山ノ田遺跡も昭和63年に

特殊農地保全事業に伴って確認調査が行われたが、前平式・石坂式などの縄文早期の土器が出

土している。

香ノ田遺跡の南西側の台地(青井面遺跡)では、10年ほど前畑地造成をした際に多量の土器・

石器が出土したといわれ、現在でも地表面に土器の散布がみられる。第 2図はこの青井面遺跡

で採集されたものであるが、縄文時代早期を主体とする遺跡と考えられる。
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第2図 青井面遺跡採集の遺物
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第 1表周辺の遺跡一覧表(1)

時 代
番号 遺跡名 所在地 遺構・遺物 文献

旧石 縄文 弥生 古墳 古代 中世 近世

67-1 宇都谷 新橋字宇都谷 O 前平式 ① 

67-2 宇都D 新橋字宇都 O O 
吉田式黒曜石土師器須

① 
恵器

67-3 砂山A 新橋字砂田 O 
石坂式黒曜式抑型文石

① 
告脹

67-5 下追C 新橋字下迫 O 塞ノ神式姫島産黒曜石

67-6 榎之俣 新橋字榎之俣 O 塞ノ神式

67ー 7 砂回D 新橋字砂回 O O 轟式

67-8 稗ヶ迫C 新橋稗ヶ迫 O O O 轟式・土師器 ①③  

67-9 内野野C 泰野字内里子野 O 塞之神式・打製石斧 ② 

67-10 前谷 泰野字堀ノ内 O 

67-11 公会堂上 新橋字公会堂上 O 塞之神式

67-12 狩リIIB 新橋字狩川 O 阿品式・・石

67-13 松山 新橋字松山 O 
阿品式・御領式

磨製石斧・・石

67-14 人道久保A 新橋字入道久保 O 阿品式石斧

67-15 内野野B 泰里子字内野里子 O 
阿品式・磨製石斧

凹石・石皿

67-18 垂門A 新橋字垂門 O 市来式

67-19 下迫A 新橋字下迫 O O O 御領式・土師器 ① 

67-20 堀口 新橋字堀口 O O 御領式・石鎌・青磁 ① 

67-21 河床 新橋字河床 O 

67-22 宇都A 新橋字宇都 O 松山式・石皿 ① 

67-24 宇都C 新橋字宇都 O 岩崎上層式 ① 

67-26 山ノ問 新橋字山ノ回 O O 松山式・土師器・石鍛 ①、④

67-27 後谷A 新橋字後谷 O 指宿式 ① 

67-28 上ノ原 新橋字上ノ原 O 綾式・岩崎上層式

67-30 仮屋 新橋字仮屋 O O 土師器

67-31 稗ヶ迫A 新橋字稗ヶ迫 O O 御領式・土師器 ① 

67-32 中山A 新橋字中山 O 黒隠石 ① 

67-33 堀ノ内 泰野字堀ノ内 O O 
市来式・黒曜石・土師

① 
器

67-36 百回 新橋字百回 O 上加世田式・打製石斧 ① 

67-37 横ì~車 新橋字垂門機溝 O O 磨製石斧・土師器 ① 

67-38 牧/原B 新橋字牧ノ原 O O 

67-39 大原 新橋字大原 O O O 入来式・土師器

67-40 後ノ谷 新橋字後谷 O O 土師器

67-41 水流知 新橋字水流知 O O 土師器

67-42 蔵野 新橋字蔵野 O O 土師器・打製石斧

67-43 人道久保B 新橋字仮屡 O O 土師器・須恵器

67-44 稗ヶ迫B 新橋字稗ヶ迫 O 磨製石斧 ①、③

67-45 中山B 新橋字中山 O O 入来式 ① 

67-47 牧ノ段 新橋字牧ノ段 O 

67-48 井手間 新橋字井手間 O ①、④

67-49 梨木 新橋字梨木 O O 土師器・青磁・鉄浮

67-50 大窪B 新橋字大窪垂門 O O 土 土師器

67-51 後谷B 新橋字後谷 O 

67-52 前ノ谷 新橋字後谷 O 

67-53 前谷 新橋字前谷 O 

67-54 砂町C 新橋字砂田 O O 土師器 ① 

ハU



第 2表周辺の遺跡一覧表 (2)

時 代
番号 遺跡名 所在地 遺構・遺物 文献

旧石 縄文 弥生 古墳 古代 中世 近世

67-56 豊留 新橋字豊留 O 打製石斧

67-57 大窪A 新橋字大窪 O ① 

67-58 狩JlIA 新橋字1守川 O 
打製石斧・磨製石斧・

-石

67-59 内野里子A 泰野字内里子野 O 石斧・石鍬

67-65 砂田B 新橋字砂田 O 

67-66 川路 新橋字川路 O 打製石斧・石弾

67-67 栗須田 新橋字栗須旧 O 

67-71 竹下 新橋字竹下 O 土師器、須恵、器・青磁 ① 

67-72 四 y校 新橋字囚 y枝 O 土師器、須恵器・青磁

67-73 垂門C 新橋字垂門 O 土師器

67ー 74 下迫B 新橋字下迫 O 土師器

67-75 牧ノ原A 新橋字牧ノ原 O 土師器

67一76 豊留 新橋字豊留 O 板碑

67-78 5守JIIC 新橋字狩川 O 須恵器

67-79 清水迫 新橋字清水迫 O 士師器

67-81 豊留 新橋字豊留 O 田之神像

67-82 垂門B 新橋字垂門 O O 土師器

67-83 前之窪 新橋字前之窪 O O 士師器

67-84 泰野城跡 泰野字前之窪

文治4年 (1188年)
67-85 松山城跡 新橋字松尾 隠岐守重頼築城松山

川要害地

67-89 泰野の石敢当 泰野

67-90 馬場の庚申塔 新橋馬場

67-92 豊留の板碑 。

67-93 前谷B 泰野 ③、⑤

{文献]

(1) r大隅地区埋蔵文化財分布調査報告概報一昭和58年度』 鹿児島県埋蔵文化財調査報告
書問 1984.3 鹿児島県教育委員会

(2) r前谷遺跡」 松山町埋蔵文化財発掘調査報告書 (1) 1986.3 松山町教育委員会
(3) r稗ヶ迫B遺跡・稗ヶ迫C遺跡・前谷B遺跡』 松山町埋蔵文化財発掘調査報告書 (2) 
1989.3 松山町教育委員会

(4) 井手間遺跡・山ノ田遺跡』松山町埋蔵文化財発掘調査報告書 (3) 1989.3 松山町教

育委員会

(5) 前谷B遺跡』 松山町埋蔵文化財発掘調査報告書 (4) 1990.3 松山町教育委員会



3.牧ノ段遺跡の調査
1 .調査の概要

調査区域は、菱田川および菱田川の支流山角川に固まれた標高約180mの台地末端部にあり、

南東方向に緩やかに傾斜している O 東側の水田との比高差は約40mである。台地の中央部を南

北方向に曽於広域農道が通っているが、今回の調査はこの広域農道の東側部分である O 昭和58

年、 62年の分布調査では、縄文時代晩期の土器が採集されている O

発掘調査は、分布調査によって遺跡が確認された部分、立地条件等から遺跡の可能性の高い

部分を中心に 2mX4mのトレンチを基本として14ヶ所設定して行った。その結果、 3・4・

7・8・12トレンチにおいて縄文時代早期、前期の土器・石器が出土した。

2.層位

調査区域内の層序は、基本的には第4図のように区分できる。

1 層:暗褐色耕作土。色調により 2~3 層に区分できる。

2層:黒色腐植火山灰土層。黒色微粒の植壌土で、やや粘質を帯びる O

3 a層:褐色腐植火山灰土層。 3b層の軽石質火山灰層に 2層の有機質がしみ込んだもので、

3 b層との境は不安定で漸移している。

3 b層:明黄褐色軽石質火山灰土層。きわめて淘汰のよい直径5醐前後

の黄褐色軽石を含み、サラサラしている。 3a層および4層と

の境は不明瞭で漸移している。霧島火山御池軽石層に対比でき

るものと思われる。縄文時代前期の遺物包含層である。

4 a層:褐色腐植火山灰土層。褐色~黒褐色を呈する硬く締まった層で

とくに遺跡南側 (9~12T) では強い黒色を帯び、直径 1 cm前

後の黄燈色軽石を多く含む。 4b (アカホヤ)層の 2次堆積層

と思われる。縄文時代前期の遺物包含層である。

4 b層:明褐色火山灰土層。上位のフカフカした新鮮な火山灰と下位の

砂粒、火山豆石を含む薄層理層とに区分できる。安定した層を

なさず5a層下部にブロック状に点在している場所も見られる

鬼界カルデラ起源のアカホヤ層に対比できる。

5層:灰褐色火山灰土層。直径1cm前後の黄燈色軽石および直径5mm

前後の青灰色安山岩小磯を多く含む。縄文時代早期の遺物包含

層である。

第 4図土層模式柱状図6層:黒褐色腐植土層。径5蜘前後の黄櫨色軽石および青灰色の安山

- 12-



第 5図牧ノ段遺跡周辺の地形図
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岩小礁を多く含み、割合に硬く締まっている。 5層との境は不明瞭で漸移している。

7層:黄櫨色火山灰土層。割合に硬く締まった粘土化した火山灰土で、 6層下部にブロック状

にはいる。桜島起源の「薩摩層」に対比できる。

8層:明褐色粘質土層。きわめて細粒の粘質を帯びたソフトローム層である。

9層:淡黄褐色火山灰土層。粘土化した二次シラス層である。

- 14 -



3.各トレンチの調査

lトレンチ

調査区域の北端、標高約179m地点に設けたトレンチで、長軸はほぼ東西を向く。トレVチの

東側は急崖をなして山角川の水田地帯に面しており、水田との比高差は約40mである。 3a層

上面で 2層の埋土をもっ不定形の土嬢および径30cmのピットが検出されたが、人工遺物は出土

しなかった。 4a層上面でトレンチ北側に局部断層が検出された。この局部断層は北および束

側にもっとのびているが、直

径約4mの円形をなすものと

思われる。横転現象は8層明

茶褐色粘質土層まで達していL ~178.0m 

o 1m 

@ 

00 
第 6図 1トレンチ平・断面図

るが、最下部は層がみだれ4

b 、5、6、7、8層がブロ

ックj犬に混在している。

L ~178.0m 

立1

第 7図局部断層断面図

2トレンチ
<::> 

曽於広域農道に沿った標高約180m地;ぷに設定した。トレンチで、主軸はほぼ東西を向く。 3

o 1m 

第 8図 2トレンチ土層断面図

FHυ 

唱

i

L~ 

180.0m 



b層上面で2層を埋土とする不定形の土壌及びピットが検出されたため卜レンチを拡張して20

dを調査したが、遺物は出土しなかった。

3トレンチ

東側急崖に面した標高約1805m地点に設けたトレンチで主軸はほぼ東西を向く。 3b層上面

で3a層の埋土をもっ不定形の

ピット(ピット 1)と 2層の埋土を

L =180.0m もつピット(2・3・4・5)が検出

された。ピット 1の埋土には炭

化物が多量に含まれていたが、

人工遺物は供伴しなかった。 5

層より土器2点と打製石鍛2点

A 
a 
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が出土した。

1は外面赤褐色、内面黄褐色

を呈し、外面に幅約5mmの突帯

をもつものである。 2・3は;美

い挟りをもっ凹基式の打製石鉄

であるが、いずれも表裏面とも

に組い剥離調整が施されている

2は砂岩製、 3は玄武岩質の石

材を用いている。

日今A塾斡
第10図 3トレンチ出土遺物

O 
ヒ

5叩
三

4トレンチ

曽於広域農道道沿いの標高約184m地点、に設けたト

レンチで、 4a層から上はすでに削平されていた

7層まで掘下げたが遺物は出土しなかった。 1層

耕作土から縄文晩期のものと思われる土器底部が

出土した。
第11図 4トレンチ断面図

《

hu



5トレンチ

調査区域のほぼ中央部標高約185m地点に設けたトレンチで主軸はほぼ東西を向く。各層とも

にほぼ水平に堆積している。 5層から縄文早期の土器片が出土した。(第13図)

4は規則性のある斜位の貝殻条痕文を地文として施し、地文に重ねて貝殻腹縁による縦住の刺

突文を施すものである。外面黒

極色、内面茶褐色を呈し、薄手

什 ι 一一 7盟加fみられる o胎土に角閃石を
一一~，-一一一一一斗 多く含む。 5・6は縦位あるい

は斜位の山形押形文土器である

5は内外面ともに暗褐色を呈し、

7 
6 5咽

第13図 5トレンチ出土遺物

8b 

o 1m 

崎 一一一一一一一

. 
5 . . 

@ 

第12図 5トレンチ平・断面図

の堅轍な土器で内面にも浅い条

内面はナデ調整である。胎土に

石英、長石のほか雲母を多く含

んでいる。 6は内外面ともに茶

褐色を呈し、表面がザラザラし

ている。胎土に石英、長石を多

く含む。 7は外面に貝殻腹縁に

よる弧状の刺突文を施すもので

ある。内面は丁寧なナデ調整で

ある。胎土に石英粒を多く含む。

6トレンチ

2トレンチの東側約40m地点標高約181m地点に設定したトレンチである。 9層まで掘下げた

司

d



が人工遺物は出土しなかった。

O jm 

一一ーー__-=---_9一一一一

J..o180.0m -

7トレンチ 第14図 6トレンチ土層断面図

4トレンチと 5トレンチのほぼ中間点に設定したトレンチで各層ともほぼ水平に堆積してい

る。 3b層上面で 3a層を埋土とする不定形の落ち込みが検出されたが、供伴する遺物はなく

性格は不明で、ある o 3 b層及び5層より土器及び打製石銀、チャート片が出土した。 3b層出

土のものは小片で無文のものが多く、図化し得なかった。 8は内外面ともに貝殻状痕

企
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&石器

第15図

O 

第16図 7トレンチ出土遺物
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噌

I
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L ~ 182.0m を施している。外面の状痕は

余判立に交差している。内面は

下部に横位、上部に斜位の条

痕が施されている。外面赤褐

色、内面暗褐色を呈し、胎土

に石英・角閃石を多く含んで

いる。

9はチャート製の打製石銑

で、基部の挟りが浅く平基式

に近い。先端は欠損している

が、両面から鋸歯状の丁寧な

交互剥離調整が施されている

このほかにもチャート製の剥

片が出土している。

5cm 〈ご::>0 2cm 
ヒ，



¥、、

8トレンチ

標高約178m地点に設定したトレンチで、各層ともほぼ水平に堆積している05層及び3b層

から土器が出土した。 10は5層褐畠土層から出土したもので、外面に縦位の員殻刺突が施文さ

れている。 11-16は3b層出土である。 11は横位の沈線聞にヘラ状施文具による縦位の短い沈

線を施したもので、内面は丁寧なナデ調整である。内外面ともに黄褐色を呈するが、胎士に石

L ~178.0m 

~-----二二ー二二三一一一勺一一一ー1m

@ 

. 
11 

. 

9トレンチ

第17図

• 12 15 • ." . •• 1. 
. 

. 

. 
10 

15 

• 14 

第18図 8トレンチ出土遺物

英細粒を多く含む。 12も小片

であるが外面にヘラ状の施文

具による沈線が施されている O

13は厚手の土器で、外面に幅

約4mmの横位の沈線を施した

もので、外面赤褐色、内面黒

福色を呈し石英・角閃石を多

く含む。 14は内外面ともに丁

寧なヘラ研磨が施されている。

15は外面に浅い条痕、内面に

条痕を施したあとナデ調整痕

が見られる。胎土に石英、角

閃石、細離を多く含む。

日1鵡轍q2

14 

O 5cm 

8卜レンチの西方約60m地点、標高約178.5m地点に設けたトレンチで主軸はほぼ東西を向く
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第四図 9トレンチ土層断面図

'
D
 

咽

l
-

。。
4a 

6 一一一一~一一一乙~--o-一一一J1m
第20図 10トレンチ土層断面図

第21図 11トレンチ土層断面図
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第22図 12トレンチ平・断面図

い黒色を帯びる傾向がみられる

8層(サツマ)まで掘下げたが

遺物は出土しなかった。

L 10トレンチ
=179.0m 

9トレンチの南方約90m、標

高約179m地点、に設定したトレン

チで主軸はほぼ東西を向く。各

層ともほぼ水平に堆積している

が、遺物は出土しなかった。

11トレンチ

調査区域の南端に設定し、 5

層まで掘下げたが遺物は出土し

なかった。分布調査では広域農

道沿いに縄文時代晩期の遺物の

散布がみられたが、この時期の

物物包含層は過去の畑地造成等

ですでに削平されている。

12トレンチ

調査区域の南東端に舌状に

張りだした標高約176m地点に

設定したトレンチである。耕

作土直下の 3b層及び4a層

より縄文時代前期の土器が集

中して出土した。(第22図)

17はほぼ直口する口縁部の

も外面に横位の貝殻条痕を施し

その上に幅約 5mmのヘラ状施

文具による押引き文を重ねて

施文したものである。また口

唇部にも同様のへラ状施文具

による刺突文を施している。内面には横位の員殻条痕がみられる。胎土に雲母を多く含んで、い

- 20 -
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第 23図 12 トレンチ出土遺物(1)
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る。 18は外面にヘラ状施文具による沈線を施し、その区画内に縄文あるいは撚糸文をもつもの

である o 19は外面に横位の貝殻条痕がみられ

る。 20-34は、ヘラ状施文具による平行沈線

文を組み合わせた幾何学文様を基本とする土

器群で、曽畑式土器に比定できる。 20・21は

外反気味の口縁部で、内外面に縦位、横位の

沈線文及rJ刺突達点文を施文するものである。

35は3a層出土の黒曜石製打製石鍛である

基部の挟りが浅い平基式に近い凹基式の石鍛

で、両面ともに丁寧な交互剥離調整が施され

ている。先端部は欠損しているが、残存全長

1.9cm，最大幅2.2cm，厚さ0.35cm，重さ1.15g

を測る。 36は長径17cm，短径13cmの大型の叩

石である。砂岩の自然円牒を利用したもので、

両面及び側面に敵打痕が見られる

第3表 12トレンチ出土土器観察表

遺物 色
層 Hムロ 土 焼成

番号 外面

17 3 b 石英・長石・雲母(多量) 良好 暗褐色

18 4 a 石英・長石・角閃石 良好 茶褐色

19 4 a 石英・長石・細砂様 良好 茶褐色

20 4 a 石英・長石・綱砂磯 良好 暗褐色

21 4 a 石英・長石・細砂礁 良好 時褐色

22 4 a 石英・長石・細砂磯 良好 明褐色

23 3 b 石英・長石・細砂磯 良好 暗褐色

24 4 a 石英・長石・細砂礎 良好 褐色

25 4 a 石英・長石・縮砂磯 良好 暗褐色

26 3 b 石英・長石・角閃石・細砂磯 良好 時褐色

27 4 a 石英・長石・細砂軍事 良好 褐色

28 4 a 石英・長石・細砂磯 良好 褐色

29 4 a 石英・長石・細砂磯 良好 茶褐色

30 3 b 石英・長石・細砂軍事 良好 黄福色

31 3 b 石英・長石・細砂際 良好 灰褐色

32 4 a 石英・長石・細砂穣 良好 暗褐色

33 4 a 石英・長石・細砂磯 良好 時褐色

34 4 a 石英・長石・細砂磯 良好 暗褐色

調

内面

褐色

褐色

黒褐色

褐色

暗褐色

黒褐色

暗褐色

時褐色

H音褐色

茶褐色

黒褐色

褐色

茶褐色

黄褐色

暗褐色

茶褐色

茶褐色

黒褐色

-22-
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第24図 12トレンチ出土遺物(2)

内面調整 文様その他

ナデ
外面:へフ状施文具による押ヲI文
口糖部:ヘラ状施文具による刺突文

ナデ 沈線開に縄文あるいは撚糸文

ナデ 横位の貝殻条痕

ナデ 内外面ともにヘラ状施文具による

ナデ
内外面ともにへフ状施文具による沈
線文及び刺突連点文

ナデ ヘラ状施文具による沈線文

ナデ ヘラ状施文具による沈線文

ナデ ヘラ状施文具による沈線文

ナデ ヘラ状施文具による沈線文

ナデ ヘラ状施文具による沈線文

ナデ ヘラ状施文具による沈線文

ナデ ヘラ状施文具による沈線文

ナデ ヘラ状施文具による沈線文

ナデ へラ状施文具による沈線文

ナデ ヘラ状施文具による沈線文

ナデ
ヘフ状施文具による沈線文及び劇突
連点文

ナデ 達ヘラ点状文施文具による沈線文及び刺突

ナデ ヘラ状施文具による沈線文
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13トレンチ

4a 守L~177.0m 調査区域の南端標高約177m地点に設置した

5 

6 
一一一一一一一o一一一一一寸 m

第25図 13トレンチ士層断面図

1 

第26図 14トレンチ土層断面図

4.まとめ

トレンチで主軸はほぼ東西を向く o 3 b層よ

り上部はすでに削平されている。 6層下部ま

で掘下げたが、遺物は出土しなかった。

L ~180.0m 

14トレンチ

8トレンチの東方約50m、標

高約180m地点に設けた卜レンチ

で主軸はほぼ東西を向く。 6層

下部まで掘下げたが遺物は出土

しなかった。

牧ノ段遺跡においては 3・5・7・8・12トレンチにおいて 5層から縄文時代早期、 3b層

及び4a層から縄文前期の遺物が出土したが 3・5・7・8トレンチを囲む範囲に縄文早期

の遺物包含層が広がり、 7・8・12卜レンチを囲む範囲に縄文時代前期の遺物包含層が広がる

ものとおもわれる。

縄文時代早期の土器として 1 (3トレンチ)、 4~ 7 (4トレンチ)、 8 (7トレンチ)、

10 (8トレンチ)などがある。 4は余ヰ位の貝殻条痕のうえに貝殻腹縁による縦位の刺突文を重

ねて施文したもので前平式土器に比定できる。 8は表裏面ともに貝殻条痕がみられるが、円筒

形の器形になるものと思われる。

縄文前期の土器として12トレンチにおいて 3b層及び4a 層より曽畑式土器 (20~34) が集

中して出土した。内外面にヘラ状施文具による横位、縦位、斜位の平行沈線および刺突連点文

を組み合わせたものである。本町における曽畑式土器の出土例は少ないが、志布志町別府石踊

遺跡出土のもの(皿類)に類似している。この遺物包含層は、上部が一部耕作のため削平され

ているが東側に張りだした台地端まで延びるものと思われる。

- 23一



4.香之田遺跡の調査
1 .調査の概要

調査区域は.菱田川の支流松尾川に余って開析された標高約180mのシラス台地上に位置して

いる。全体的に西方向に傾斜している。平成元年5月に分布調査が行われ、遺跡の存在が確認

されている。

発掘調査は、牧ノ段遺跡同様に分布調査で確認された部分、立地条件等から遺跡の可能性の

高い部分を中心に 2mX4mのトレンチを基本として18ヶ所設定して行い、 5a ・8トレンチ

を拡張した。その結果、 2・5・5a ・5b・7・8トレンチにおいて縄文時代早期、前期の

土器、石器が出土した。

2.層位

調査区域内の層序は、基本的に第27図のように区分できる。

1層 :暗褐色耕作土。色調により 2-3層に区分できる。

2層 :黒色腐植火山灰土層。黒色微粒の植壌土で、やや粘質を帯びる。

3a層 褐色腐植火山灰土層。 3b層の軽石質火山灰層に 2層の有機質がしみ込んだもので、

Lぷ.J

3 b層との境は不安定で漸移している。縄文時代前期の遺物

包含層である。

3 b層 :明黄褐色軽石質火山灰土層。直径5醐前後の明黄色軽石を含

み、サラサラしている。霧島火山御池軽石層に対比できるも

のと思われる。

4a層 :褐色腐植火山灰土層。褐色~黒褐色を呈する硬く締まった層

で、直径 1cm前後の黄撞色軽石を多く含む。 4b層(アカホ

ヤ)層の 2次堆積層と思われる。

4b層 :明褐色火山灰土層。上位のフカフカした新鮮な火山灰層と下

位砂粒、火山豆石を含む薄層理層とに区分できる。安定した

層をなさず5a層下部にブックロ状に点在している場所も見

られる。

5層 :灰褐色火山灰土層。直径 1cm前後の黄燈色軽石および直径5

脚前後の青灰色安山岩小磯を多く含む。縄文時代早期の遺物

包含層である。

6 a層 :黒褐色腐植土。割合に硬く締まった層で、 5層と同様に直径

5mm前後の黄撞色軽石を多く含む。 5層との境は不明瞭で漸

移している。

6 b層 :黒褐色腐植土。硬く締まった層で、 6a層と違い直径 5mm前

第27図土層模式柱状図

- 24ー
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3.各トレンチの調査

lトレンチ

ヲ7三m 調査区域の南端に位置し、標高170.00m
に設定した 2mX2mのトレンチである。

主一一ム〆...k;:
量一 .-1 • ・
一一一-~o一一一一 1m 

表土直下が第8層になってわり、縄文早

期、前期の包含層はすでに削平されている。

~江

• 
• • • 

• 

第31図 2トレンチ平断面図

-ー一一一ー一一一ー」

• 
遺物は出土しなかった O

2トレンチ

1トレンチの東側約50mに佐置する O 標

高175.70mに設定した 3mX2mのトレン

チである。各層ともほぼ水平に堆積してお

り、第5層より縄文時代早期該当の遺物が

検出されたが、小片のため図化できるもの

は無かった。

o 1 m 

3トレンチ

L =178.5m 調査区域の東端に位置

する 4mX2mのトレン

チである。層位は全体的

に水平に堆積しているが、

第32図 3トレンチ土層断面図

表土から幅15cmの深い落

ち込みが40-50cm間隔で

連続しており、 5層まで

o 1 m 

第33図 4トレンチ土層断面図

L=178 達している O=178.0m 

遺物は出土し

ていない。

4トレンチ

3トレンチ

の西側、約50

mに位置し、

標高、 178，00

mに設定した

5mX3mのトレンチである。各層ともほぼ水平に堆積するが、遺物は出土していない。

- 28 -



. . .. .，.石ペ~5 トレンチ
4卜レンチの北側約100mに位

ヘ• • • • 

置し、標高、 178，OOmに設定した

4 3mX 2mのトレンチである。• 
層から上は既に削られている。遺• • • • • .・
物は5層上面より、縄文時代早期

該当の遺物が多数出土している。

• 
5 aトレンチ

L ~178.0m 

一ーァ三J 1m端に位口高、川日定した 2mX2m

l l のトレンチである。層位はやや北西方向に傾斜し

5トレンチ平・断面図第34図

5トレンチから、北東に約20m、調査区域の北

E
 

• 

• 
• . 

• • 
• • 

• 

• 

• • 
• • 、• 

• 

5層より上はすでに削平されている。遺ており、

物は5層より 6点出土しているが、すべて小片の

¥ • • 
ため、図化することはできなかった。

- ・.一一一ー一一一一一ー一一一ーσ一一一一一 1m 

• 
• 
• 

• 
5 aトレンチ平・断面図第35図

5 bトレンチ

/ア• 調査区域のほぼ中央部に位置し、標高178， • 
OOmに設定した 2mX3mのトレンチである O • 
層位は全体的に若干南西方向に傾斜している。 . 
3 a層より内面に波状の突帯を持つ口縁部が

• (84)。小片のため品種は断定で出土している

5bトレンチ平・断面図第36図

日
『
Uヮ“

5層においても土器が数点検出されきない。

た。



5 cトレンチL ~177 .Om 

5トレンチの南西約40mに位置し、標高17

7，OOmに設定した 2m:><.2mのトレンチであ

る。層位はほぼ水平に堆積するが遺物は出土

していない。

1m 

5Cトレンチ土層断面図第37図

6トレンチ

L ~180.0m 

一 位置し、標高180，00

2mのトレンチであ

る。各層ともほぼ水

調査区域の東端に

mに設定した 4mX

ー己 平に堆積するが3層

から上は既に造成工
6トレンチ土層断面図第38図

事によって削平され

ている。遺物は出土しておらず、遺構らしきものもなかった。

7トレンチ

6トレンチから西側約50mに位
80.0m 

-一置し、標高181，00mの調査区域の

一番高い地点に設定した 4mX2

mのトレンチである O 層{立は全体

4 的に若干北側に傾斜しており、

a層から上は既に削平されていた。

遺物は 4a層より少量出土してお

り、極めて小片のため図化できな

• • 
¥ • かった• 

• 
第39図

- 30 -

7トレンチ平・断面図



/ 

是正主出m

第40図 8トレンチ平・断面図

第41図 9トレンチ断面図

第42図 10トレンチ断面図

だ土墳が検出された。土嬢内より遺物は出土しなかった。

7トレンチから西側約40mに位置し、

標高179，00mに設定した 4mX2mの

トレンチである。各層ともほぼ水平に

堆積している。 2層から 3層まで達す

る落ち込みが検出されたが、断面の形

状からイモ穴と思われる。 5層より縄

文早期該当の遺物が出土したが、小片

のため図化できなかった。

9トレンチ

調査区域の北西端の舌状に張り出

した地点に位置する標高175，00mに

設定した 4mX2mのトレンチであ

る。層位はほぼ水平に堆積する。遺

物は出土していない。

10トレンチ

L ~179.5m 7トレンチの西側約60mに位

置し、標高179，00mに設定した

4mX2mのトレンチである。

各層ともほぼ水平に堆積するが、

4 a層から 6層までを掘り込ん

11トレンチ

L ~178.5m 調査区域のほ

ぽ中央部に位置

し、標高178，50

mに設定した 4

mX2mのトレ第43図 11トレンチ断面図

ンチである O 各層ともほぼ水平に堆積している。遺物は出土していない。

円
く

U



。 !m

第44図 12トレンチ断面図

5トレンチと 9トレンチ

の聞に位寵b、標高176，00

mに設定した 4mX2mの

トレンチである。各層とも

ほぼ水平に堆積している。

3 a層よりピットが検出さ

れたが、その性格については不明である。遺物は出土していない。

13トレンチ

ト176.0P高176 ，50m~こ設定した 3mX2mのトレンチで

ある。層位は 4a層から 5層にかけて東側に傾斜し

ている。出土遺物はない。

第45図 13トレンチ断面図

14トレンチ

2トレンチと 4

トレンチの聞に位

置し、標高177，00

mに設定した 4m
ー一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一ー一一一-0一一一一一

ヒZ二工コ
1m 
X2mのトレンチ

第46図 14トレンチ断面図

ほぼ水平に堆積している。遺物は出土していない。

第47図 15トレンチ断面図

遺物はない。

- 32 -

である。各層とも

15トレンチ
L =176.5m 

14トレンチの西側約40m

に位置し、標高176，50mに

設定した 4mX2mのトレ

l lm ンチである。各層ともほぼ
水平に堆積している。出土



5 aトレンチ・ 8トレンチ拡張区(第48図参照)

5 aトレンチをほぼ中心に、南北に90m、東西に50mの区域を調査した。なお8トレンチ付

近は出土遺物が極めて少なかったため、溝状に拡張し遺物が確認された地点を中心に面状に拡

張し調査を行った。

出土土器 (第49図~第59図参照)

出土遺物は5aトレンチを中心に出土したが、 8トレンチ付近においても確認された。

1-3はほぼ直行する器形の同部である。外面に員殻による彩杉状の施文を施す。

6-8は口縁部先端がやや外反する器形である。外面に貝殻による斜位の刺突を連続して施

し、一部は内面にも及ぶ。 7，8は口唇部に面を持ち、刺突を施す。

9は頚部から口縁部へと外反し、肥厚する器形である。肥厚した部分にヘラ状の施文具によ

る羽状の凹線文を施す。頚部には刻み目突帯をめぐらし、口唇部にも刻み目を持つ。 10も同様

に頭部から口縁部へと外反するが内面に明瞭な屈曲を持つ波状の口縁部である。外面に口縁部

先端まで及ぶ撚糸文を施し、その上から頚部から口縁部にかけて数条の回線を施す O

11は小片のため、傾きに若干疑問が残る。外面にヘラ状の施文具による回線を施す。 12は口

縁部片である O 羽状の回線を口縁部に、刻目突帯を頭部に施文するなど 9と同じタイプと考え

られるが、口縁部先端が肥厚しない点は注意しなければならない o 13は頭部に屈曲部を持ち、

そこからやや外反ぎみに立ち上がる器形である O 外面に数状の回線を施し、口唇部にも刻目を

施す。 14，19-20も同タイプと思われる。 15は波状口縁の頂部である O 外面に回線を数状施し、

口唇部にも沈線を施す。 17，18も同様である。 25は頚部から口縁部に向けて外反する器形で、

頭部に刻目突帯を付す。 波状口縁である o 26は外側に屈曲する頚部である O 直接器面に刺突を

方包す。

31~33は胴部から頚部にかけて外反し、頭部から立ち上がる器形である。屈曲部に刻み目を

施し、外面に幾何学凹線文を施す。波状口縁である。 34は頭部に鈍い稜線を持つ波状口縁で、あ

る。外面に回線文を施し、凹線の聞に刺突を、口唇部に刻み目を施す。

35， 38は頭部付近に刻目突帯を付す。ややタト側にふくらむ器形である O 深鉢でない可能性も

考えられる O

37は頚音siJ'ら口縁部にかけて外反する器形である。内面に明瞭な稜線を持つ。頭部外面に浅

い凹線を数条施し、口唇部に刻みを施す。 39，40も同タイプと思われる。

42は頚部が屈曲し、内面に明瞭な稜線を持ち口縁部先端が外反する器形である。頭部に数条

の凹線を配し、口縁部外面に波状凹線文を施文する。口唇部にも刺突を施す。

43~49は頭部から口縁部にヘ外反し、内面に明瞭な桜線持つ器形である O 頭部から口縁部に

かけて数条の回線文を配し、口唇部に刻み目を施す。 47は撚糸文が頭部にまで及ぶ。

51~74はほぼ直行する胴部で43-49と同タイプと考えられる o 51は回線の聞に刻目突帯を施

す。各土器とも器壁は薄く、焼成は良好である。
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ヒ工コ二工エゴ

第50図香之田遺跡、出土遺物実測図(2)

77はほぼ直行する口縁部で、外面に沈線を施し、口縁部先端に刺突を横位に連続して施文し

ている。

79-81は腕部、 82は底部である。外面に貝殻条痕文を施す。器壁はやや厚く、硬い。 82の底

部は調整が荒く、不定形である。 79-82とも同一個体と思われる。

83は無文の頚部である。 84.86-90は底部である。 84.86. 88-90は平底で、 88.90は外面

に撚糸文を施す。 87は上げ底で、若干外側に張り出しながら立ち上がる器形である。 89は外面

に刻目文を施す。器壁はやや厚い。
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香之田遺跡出土土器実測図側第59図

遺物
層 日ム口 土 焼成

色調 内面
文 様 そ の 他

番号 外面内面 調整

5 石英・意石 良好茶褐色暗福色 ナデ 斜位の貝殻条痕

2 5 石英・長石・細砂粒 良好 茶褐色 褐色 ナデ 斜位の貝殻条痕

3 5 石英・長石・細砂粒 良好 褐色 茶褐色 ナデ 斜位の貝殻条痕

4 5 石英・長石・雲母 良好 暗褐色茶褐色 ナデ 斜位の貝殻条痕の後貝殻刺突を施す

5 5 石英・長石・細砂粒 良好 褐色 茶褐色 ナデ 貝殻刺突

6 5 長石・細砂粒 良好 褐色 褐色 ナデ 貝殻刺突(一部内面にも及ぶ)

香之田遺跡出土土器観察表(1)
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遺物
層 胎 土 焼成

色調 内面
文 様 そ の 他

番号 外面内面 調整

7 5 石英・長石・細砂粒 良好高褐色 褐色 ナデ 斜位の貝殻刺突

8 5 石英・長石・細砂粒 良好 褐色 褐色 ナデ 斜住の貝殻刺突

9 5 石英・長石・細砂粒 良好 暗茶褐色茶褐色 ナデ ヘラ状工具による斜位の凹線

10 5 石英・長石・細砂粒 良好時褐色暗褐色 ナデ 撚糸文施文の後回線を施す

11 5 石英・長石・細砂粒 良好 暗褐色 褐色 ナデ ヘラ状工具による斜位の回線

12 5 石英・長石・細砂粒 良好 暗褐色暗褐色 ナデ へラ状工具による斜位の回線

13 5 石英・長石・細砂粒 良好時褐色暗褐色 ナデ ヘラ状工具による斜住の回線

14 5 石英・細砂粒 良好茶褐色暗褐色 ナデ ヘラ状工具による回線

15 5 石英・長石・細砂粒 良好 暗褐色 褐色 ナデ ヘラ状工具による斜位の沈線

16 5 石英・細砂粒 良好 褐色 褐色 ナデ ヘラ状工具による沈線

17 5 石英・長石・細砂粒 良好 褐色 褐色 ナデ

18 5 石英・長石・細砂粒 良好 褐色 褐色 ナデ ヘラ状工具による沈線

19 5 石英・長石・雲母 良好 暗褐色 褐色 ナデ ヘラ状工具による回線

20 5 石英・長石・細砂粒 良好 褐色 褐色 ナデ へラ状工具による沈線

21 5 石英・長石・細砂粒 良好 褐色 褐色 ナデ ヘラ状工具による沈線

22 5 石英・長石・細砂粒 良好赤褐色赤褐色 ナデ ヘラ状工具による沈線

23 5 石英・長石・細砂粒 良好暗褐色時茶褐色 ナデ

24 5 石英・長石・細砂粒 良好暗褐色暗褐色 ナデ

25 5 石英・長石・細砂粒 良好暗褐色 褐色 ナデ

26 5 石英・長石・雲母 良好時褐色暗褐色 ナデ

27 5 石英・長石・細砂粒 良好赤褐色赤褐色 ナデ

28 5 石英・長石・細砂粒 良好 福色 褐色 ナデ

29 5 石英・長石・細砂粒 良好黒褐色赤褐色 ナデ

30 5 石英・長石・細砂粒 良好暗褐色 褐色 ナデ

31 5 石英・長石・細砂粒 良好 褐色 褐色 ナデ へラ状工具による幾何学沈線文

32 5 石英・長石・細砂粒 良好 褐色 福色 ナデ ヘラ状工具による沈線文

33 5 石英・長石・細砂粒 良好 福色 福色 ナデ ヘラ状工具による沈線文

34 5 長石・細砂粒 良好 褐色 福色 ナデ ヘラ状工具による幾何学沈線文

35 5 石英・長石・細砂粒 良好 福色 褐色 ナデ

第4表 香之田遺跡出土土器観察表(2)
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遺物
層 胎 土 焼成

色調 内面
文 様 そ 他

番号 外面内面 調査
の

36 5 石英・長石・細砂粒 良好 暗褐色暗褐色 ナデ

37 5 石英・長石・細砂粒 良好 福色 褐色 ナデ ヘラ状工具による沈線文

38 5 石英・長石・細砂粒 良好 褐色 褐色 ナデ

39 5 石英・長石・細砂粒 良好 赤褐色赤褐色 ナデ

40 5 石英・長石・細砂粒 良好 褐色 褐色 ナデ

41 5 石英・長石・細砂粒 良好 褐色 褐色 ナデ

42 5 石英・長石・細砂粒 良好 褐色 暗褐色 ナデ ヘラ状工具による波状沈線文

43 5 石英・長石・細砂粒 良好 暗褐色 褐色 ナデ ヘラ状工具による沈線文

44 5 石英・長石・細砂粒 良好 褐色 褐色 ナデ ヘラ状工具による沈線文

45 5 石英・長石・細砂粒 良好 暗褐色 福色 ナデ ヘラ状工具による沈線文

46 5 石英・長石・細砂粒 良好 暗褐色 褐色 ナデ

47 5 石英・長石・細砂粒 良好 暗褐色 福色 ナデ 撚糸施文の後ヘラ状工具による沈線文

48 5 石英・長石・細砂粒 良好 暗褐色暗褐色 ナデ ヘラ状工具による沈線文

49 5 石英・長石・細砂粒 良好 暗褐色暗褐色 ナデ ヘラ状工具による沈線文

50 5 石英・長石・細砂粒 良好 暗褐色暗褐色 ナデ 撚糸文施文の後ヘラ状工具による沈線文

51 5 石英・長石・細砂粒 良好 福色 暗褐色 ナデ 撚糸文

52 5 石英・長石・細砂粒 良好 褐色 褐色 ナデ 撚糸文施文の後ヘラ状工具による沈線文

53 5 石英・長石・細砂粒 良好 暗褐色 褐色 ナデ ヘラ状工具による沈線文

54 5 石英・長石・細砂粒 良好 福色 福色 ナデ ヘラ状工具による沈線文

55 5 石英・長石・細砂粒 良好黒褐色黒褐色 ナデ 撚糸文施文の後へラ状工具による沈線文

56 5 石英・長石・細砂粒 良好黒褐色 褐色 ナデ 撚糸文施文の後ヘラ状工具による沈線文

57 5 石英・長石・細砂粒 良好黒褐色暗褐色 ナデ 撚糸文施文の後ヘラ状工具による沈線文

58 5 石英・長石・細砂粒 良好 暗褐色 褐色 ナデ 撚J糸文施文の後ヘラ状工具による沈線文
一」一

59 5 石英・長石・細砂粒 良好暗褐色 褐色 ナデ ヘラ状工具による沈線文施文の後撚糸文

60 5 石英・長石・細砂粒 良好茶褐色茶褐包 ナデ ヘラ状王具による凹線文

61 5 石英・長石・細砂粒 良好 褐色 褐色 ナデ 撚糸文施文の後ヘラ状工具による沈線文

62 5 石英・長石・細砂粒 良好暗褐色 褐色 ナデ 撚糸文施文の後へラ状工具による沈線文

63 5 石英・長石・細破粒 良好暗褐色 褐色 ナデ 撚糸文施文の後へラ状工具による沈線文

64 5 石英・長石・細砂粒 良好茶褐色 褐色 ナデ 撚糸文施文の後へラ状工具による沈線文

第4表香之田遺跡出土土器観察表(3)
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遺物
層 目ム口 土 焼成

色調 内面
文 様 そ の 他

番号 外面内面 調整

65 5 石英・長石・細砂粒 良好暗褐色時茶褐色 ナデ 撚糸文施文の後ヘラ状工具による沈線文

66 5 石英・長石・細砂粒 良好暗褐色 褐色 ナデ 撚糸文

67 5 石英・長石・細砂粒 良好暗褐色 褐色 ナデ 撚糸文施文の後ヘラ状工具による回線文

68 5 石英・長石・細砂粒 良好暗褐色暗褐色 ナデ 撚糸文

69 5 石英・長石・細砂粒 良好暗褐色茶褐色 ナデ 撚糸文施文の後ヘラ状工具による沈線文

70 5 石英・長石・細砂粒 良好 褐色 褐色 ナデ 撚糸文

71 5 石英・長石・細砂粒 良好暗褐色 褐色 ナデ 撚糸文施文の後ヘラ状工具による凹線文

72 5 石英・長石・細砂粒 良好暗褐色暗茶褐色 ナデ 撚糸文総文の後ヘラ状工具による沈線文

73 5 石英・長石・細砂粒 良好暗褐色 褐色 ナデ 撚糸文施文の後ヘラ状工具による凹線文

74 5 石英・長石・細砂粒 良好暗褐色 褐色 ナデ 撚糸文施文の後ヘラ状工具による凹線文

75 5 石英・長石・細砂粒 良好 褐色 褐色 ナデ 回線文・刺突

76 5 石英・長石・細砂粒 良好暗褐色暗褐包 ナデ 撚糸文施文の後ヘラ状工具による沈線文

77 5 石英・長石・細砂粒 良好暗褐色暗褐包 ナデ 斜住の沈線文

78 5 石英・長石・細砂粒 良好 褐色 褐色 ナデ 沈線文・刺突

79 5 石英・長石 良好暗褐色暗褐包 ナデ 斜佐の貝殻条痕

80 5 石英・長石 良好暗褐色時褐色 ナデ 斜位の貝殻条痕

81 5 石英・長石 良好暗褐色暗褐色 ナデ 斜位の員殻条痕

82 5 石英・長石 良好暗褐色暗褐色 ナデ

83 5 石英・長石・細砂粒 良好暗褐色暗褐色 ナデ

84 5 石英・長石・細砂粒 良好 褐色 褐色 ナデ

85 3 石英・長石・細砂粒 良好暗褐色暗褐色 ナデ 波状突帯をもっ

86 5 石英・長石・細砂粒 良好時褐包暗褐色 ナデ

87 5 石英・長石・細砂粒 良好 褐色 暗褐色 ナデ

88 5 石英・長石・細砂粒 良好暗褐包 褐色 ナデ 撚糸文施文の後ヘラ状工具による沈線文

89 5 石英・長石・細砂粒 良好赤褐包 褐色 ナデ

90 5 石英・長石・細砂粒 良好 褐色 褐色 ナデ 撚糸文

第4表香之田遺跡出土土器観察表(4)
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出土石器

石銀 (91-100第60図)

本遺跡で出土した石器はほとんどが石鍛である。全体的に縦長のものが多い。 91，93基部が

一部欠損している。 100は先端が欠損している。 99は全体の成形、調整は荒いため製作途中と

推定される。石質はホルンフェルス化した砂石、黒曜石などであった。
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くこ〉

99 

く〉

第60図 香之田遺跡出土遺物実測図(12)
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第61図 香之田遺跡出土遺物実測図(13)
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磨石 (101， 102 第61図)

本遺跡出土の磨石は 2点だけである。いずれも形状は楕円形をなす。 101， 102とも両面が磨

つである O 石質は101が砂石、 102花両岩である O

磨製石斧 (103 第61図j

103は基部欠損した状熊である。全体的に丁寧な研磨が施されている O 刃部はするどく鋭利

である。石質は砂石である O

第4筋まとめ

香之田遺跡においては 2・5・5a ・5b ・7・8卜レンチにおいて5層から縄文時代早期及び、

5 b層から縄文時代前期以降の遺物が出土したが、 2トレンチを中心にした範囲と、 50 5 a ・5

b ・7・8卜レンチを囲ひ範囲に縄文時代早期の遺物包含層が広がり、 5b卜レンチ付近に縄文時

代前期以降の遺物包含層が広がるものと思われる。

また 5a ・8トレンチを拡張した結果、縄文時代早期に該当する遺物が多く出土した。その中で

も平椋式土器と塞ノ神式土器に比定できる遺物が中心に出土したが、得意なタイプの出土例も多か

った。 31-33は頚部にくの字形の屈曲部を持つものであるが、加世田市の村原(椿ノ原)遺跡

に出土したものと同タイプのものと思われる。

香之田遺跡において、縄文時代早期の包含層は 5a卜レンチを中心に北西側にも広がっていたと

思われる。しかし北西側は既に造成工事Kよって削平をうけているため、詳細はわからない。また

2トレンチを中心にした範囲は、設計変更などにより保存対策をとった。
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牧ノ段遺跡発堀作業風景

lトレ ンチ局部断層

- 52 -



ゲ
3
L!') 

思器付司套到J小入ムム凶

思若手十4司蓉刻、ト，¥ ム.L.
 

c"l 



牧ノ段遺跡 12トレンチ遺物出土状況

発掘r諜風景

- 54 -



2トレンチ

6トレンチ

10トレンチ

13卜レ ンチ

4トレ ンチ

9トレンチ

11トレ ンチ

14トレ ンチ

F
同

υ
F

、υ



香之田遺跡遠景

香之田遺跡発掘作業風景
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香ノ田遺跡2トレンチ遺物出土状況

香ノ田遺跡 5トレンチ遺物出土状況
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5 aトレンチ遺物出土状況

5bトレンチ出土状況
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7トレンチ遺物出土状況

8トレンチ遺物出土状況
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香ノ田遺跡 3 トレンチ 香ノ田遺跡 4卜レンチ

香ノ田遺跡5卜レンチ 香ノ田遺跡 9トレ ンチ

香ノ田遺跡10トレンチ 香ノ回遺跡 11トレンチ

香ノ田遺跡12卜レンチ 香ノ田遺跡l3トレンチ
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香ノ田遺跡 5a ・8トレンチ拡張区出土遺物

香ノ田遺跡 5a ・8トレンチ拡張区出土遺物
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5 a ・8トレンチ拡張区出土遺物

5 a ・8トレンチ拡張区出土遺物
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5 a ・8トレンチ拡張区出土遺物

5 a ・8トレンチ拡張区出土遺物
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5 a ・8トレンチ拡張区出土遺物

5 a ・8トレンチ拡張区出土遺物
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5 a ・8トレンチ拡張区出土遺物

5 a ・8トレンチ拡張区出土遺物
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5 a ・8トレンチ拡張区出土遺物

5 a ・8卜レンチ拡張区出土遺物
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青井面遺跡・彩集遺物
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発掘作業員

上ノ園克昭

脇田真砂代

西留 節子

徳留 ツjレ

山口キミノ

重永 ヒデ

加世田エイ子

整理作業員

相良政子

日高 国夫 井手武文 井手 和子 坂本 優子

安田美奈子 安楽面合子 安楽 ナミ 阿多 久子

吉元経子 加世田悦子 小名I11ツギ 徳増ハツエ

福水 フミ 東 イサ 森 春子 中山イチ子

富吉カコfル 若松 京子 水田 チミ 永田 ノ、Jレ

釘田ヒサエ 上ノ園芳子 丸山ツJレカ 高吉 トミ

池ノ原ノリ子 松崎よしの

下畠節子 坂本優子 東 イサ 脇田真砂代
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